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　バスダクトは大電流電力幹線として、コンパクトな形状、電力ロスを最小限にできる、リサイクル率が高い

等の理由で、従来のケーブル配電システムに変わって、近年大規模プロジェクト等で使用されるほか、大電

流を流す必要がある「変圧器二次側の主幹線」にも用いられる電力用幹線である。銅やアルミニウムの帯状

導体を絶縁物で被覆するか、絶縁物で支持し、鉄あるいはアルミニウム板で製作された箱状のケースに納

めたもので、電磁波の発生が低く、人にもコンピューター回路にも影響の少ないクリーンな幹線である。さ

らに取り外した幹線は、ケース、導体、絶縁物をそれぞれにリサイクルできる資源再利用型であり、人と地球

に優しい部材であることから、近年建設現場での採用が増加している。このバスダクトシステムを創業当時

から50年以上作り続ける国内で唯一の専門メーカーが共同カイテック株式会社だ。国内外23,000件を超え

るバスダクトの納入実績を持つ同社では、バスダクトの需要増加に対して、これまでの製造拠点である「神

奈川技術センター」の老朽化に対応して、バスダクトの安定供給とBCP対策などへの対応の観点から新たな

製造拠点「綾瀬プラント」の建設を2020年春の竣工を目指して進める事になったが、その中で、新工場立上

げの知見やノウハウが社内に不足していることがプロジェクトメンバーの頭を悩ます大きな要因となっていた。

いかにして短期間で既存工場と共に将来のバスダクト事業を牽引していくことができる新工場の立上げを

実現するのか？新工場立上げに伴う同社の改善活動について、神奈川技術センター 執行役員 センター長

上之門祐一氏、企画開発課 課長 鈴木康之氏、製造部 製造技術課 課長 島田裕士氏からお話を伺った。

新たな生産拠点に「魂を込めよ」新たな生産拠点に「魂を込めよ」
理想工場の実現に向けた理想工場の実現に向けた
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◆◆創業の経緯、メインであるバスダクト事業の概要に

ついてお聞かせください

上之門氏　当社では創業当時、

電線管と付属部品の代理販売

を行っていました。付属部品

は多くの種類が各得意分野を

持った中小メーカーにより製

造されており、当社は各メー

カーから仕入れ、品揃えをし

て販売を行っていたとのこと

です。その後昭和31年（1956年）に東京都葛飾区の四

ツ木に小規模の工場を設立し、自社製品の製造、販売

を開始しました。事業展開としては電線管販売と付属

品の販売から徐々に電路資材に業容を拡大する中、お

客様からの色々な要望を聞きながら、電線のケーシン

グとして現在のメイン事業であるバスダクトの着目に

至ったようです。そして創業者の友人で日本での電設

技術の権威であった某電気会社社長様や某設計事務所

所長様のアドバイスを頂き、またそのころ購読してい

た米国の電設雑誌の記事や広告などでバスダクトの情

報を収集し、開発を決意したようです。当時当社が開

発したバスダクトは裸導体の各相を隔離絶縁した、い

わゆる空気絶縁バスダクト（A-B型）で、日本における

バスダクトの参入としては４番目の実績だったと聞い

ています。その後、三菱電機、松下電器（現パナソ

ニック）、住友電工以下電線メーカー６社ほどの参入

がありましたが、手間のかかるこの事業から大手企業

はどんどん撤退していき、現存するメーカーでは当社

が唯一とも云えるメーカーになりました。最初に売り

出したバスダクトは、当時の協力業者に依頼し製造を

行っていましたが、受注が少しずつ増加していき、自

社工場建設の必要性を迫られたため、昭和36年５月に

当神奈川技術センター（当時は相模工場）を立ち上げ

たそうです。市場が地域密着ではなく、全国を対象と

したものであるため、高速道路を中心に考え、現在の

東名横浜インターに近い場所にあった現在の大和市に

行きついたとのことです。バスダクト市場は造船、自

動車、精密機器、半導体、そして現在はデータセン

ター等の情報関連市場と時代の変化と共に変化して参

りました。そしてそれぞれの時代の要請に応じた製品

開発や事業拡大を図りながら、日本におけるリーディ

ングメーカーとしてバスダクトの普及にも貢献してま

いりました。

◆「フロアシステム事業」「環境事業」の概要について

もお聞かせください

上之門氏　現在当社ではバスダクト以外の事業として

「フロアシステム事業」「環境事業」を展開しています。

「フロアシステム事業」は昭和61年（1986年）11月から

販売を開始しました。当時OAフロアは床高100～150

㎜の支持脚タイプが常識で配線するには重いコンク

リートパネルを持ち上げる必要がありましたが、当社

のフロアシステムではそれを数百グラムのカバーを外

すだけで配線路にアクセスできるため、施工スピード

も従来と比較にならないほどの時間短縮につながり業

界の注目を集めました。（現在OAフロアとして業界の

リーディングメーカーの日本のシェア第３位）また「環

境事業」は2000年頃からの地球環境、都市環境の改善

に対する社会的意識の高まりを背景として、社内にお

ける新事業を模索する中、屋上緑化事業が当社の

ニュービジネス構想として浮かび上がってきました。

環境問題が注目される中、将来性が大きいなどの理由

から、平成９年（1997年）３月に事業化調査と市場調査

を開始し、平成11年（1999年）４月に軽量人工土壌、

グリニッチソイルを使用したユニット式の芝コンテナ

を中心に底面かん水用のトレーとかん水システム等か

らなる「グリニッチガーデン」の販売を開始いたしま

した。現在では、様々なタイプの屋上部に使用できる

ようラインナップをご用意し、さらに壁面緑化も手掛

けさせていただいています。

執行役員
神奈川技術センター長
上之門祐一 氏

E-BD型絶縁バスダクト

共同カイテック株式会社

2



COMPANY INTERVIEW

◆◆今回のコンサルティング導入の背景とはどのような

ものだったのでしょうか？

島田氏　2018年末に新工場の

建設用地が決定し、2020年の

春竣工を目指した計画が進行す

る中、鈴木がリーダー、私がサ

ブリーダーという役割でプロ

ジェクトに取組んでいたのです

が、現在の当社には既存建物の

一部リニューアルなどの経験は

あるものの、一から新工場を建設するということへの

知見やノウハウを持った人間が誰もいない状況でした。

当時はまだ新工場の建設ということだけは決まってい

たものの、具体的な中身が薄い状態だったので、中身

をしっかりしたものにするにはどうすれば良いんだろ

うと鈴木と2人で色々考えながら、暗中模索の中で進

めていました。そんな時、社長からこんなセミナーが

あるから参加してみればと案内をもらったのが、現在

コンサルティングを担当していただいている清水先生

の「工場レイアウト設計セミナー」で、計画推進に自分

達の力不足を感じる中、そのタイトル自体が光のよう

に感じられ、セミナーに参加することにしたのです。

参加したセミナーではプロジェクトを進める上で、こ

れから特に必要性を感じていた工場建設のスケジュー

ル管理に関する内容があって、清水先生にこの部分の

資料だけでもいただけないでしょうかというような話

をした記憶があります。清水先生の印象は製造に対す

る熱意がすごく感じられる方で、製造の色々な技術を

世の中に広めていきたいという強い思いが、セミナー

に1回参加しただけでも伝わってきました。やはりそ

ういう熱意を持っている人の力は強くて、これから自

分達の背中を押してくれるような印象を受けました。

同時にセミナーで今後やらなければいけないことが膨

大にあることが判って、それを自社の力だけで何とか

するというのはかなり難しいものがあると感じました。

鈴木氏　神奈川技術センターの

生産性向上、老朽化、安定供給

に向けたBCP対策を含めた製

造体制の確立が新工場建設の背

景ですが、2019年には過去最

高のバスダクト製造量となり、

全従業員に対する負荷が非常に

高い状況となっていました。製

造はかなり逼迫しており、お客様に頭を下げて納期交

渉をしている姿を目の当たりにして、一刻も早くプロ

ジェクトを進めなければと思っていました。

◆1日工場診断を受けられた印象はどのようなもので

したか？

島田氏　テクノ経営さんの1日工場診断は無料という

ことでしたので、当時のセンター長に相談して、その

結果診断を受けることになりました。診断当日の印象

としては、そんなところまで見られるのかというよう

な、とてもドキッとするところがあって、これまで自

分達ではムダと認識していないようなところを、これ

はムダですと指摘される。その理由が解らず、すごく

もやもやして、その先を知りたいと思いました。それ

がコンサルティング導入へと進むきっかけとなったよ

うに思います。

鈴木氏　私の方は当時生産量がずっと拡大している状

況で、目の前のお客様の対応と平行して新工場の計画

を進めるのが正直もう限界となっていました。その中

ネットワークフロア40/29

屋上緑化システム

製造部 製造技術課
課長

島田裕士 氏

企画開発課
課長

鈴木康之 氏
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で島田からセミナーでの話を聞いて、ほぼ即答でコン

サルティングを導入したいと答えた記憶があります。

まだコンサルティング費などが提示される前でしたが、

後に費用が提示された時も自分は安いと思いました。

新工場建設という非常に大きな投資に対して、しっか

りと道筋を立ててもらい、新しい工場に魂を吹き込む

ための技術やノウハウを学ぶことができる。当時の上

司と社長に対して島田と２人で、これは絶対にやらな

ければ駄目ですと頭を下げて直訴しました。社長は社

員の熱意を汲んでくれる方なので、そういうことなら

前向きに進めて行こうということになりました。そこ

からは一気に進み、すでに着工していて、スピード感

が必要だったため、ご提案いただいてから契約までの

期間は非常に早かったと思います。

上之門氏　私は当時まだこのプロジェクトに関ってい

なかったのですが、以前から私自身も外部のコンサル

タントの力を借りて、工場を変革してみたいという気

持ちを持っていたので、良い話が来たという印象でし

た。それにしても彼らが短い期間で、200名ほどの人

間を全体として同じ方向へ向かせて、新工場を立ち上

げるというのは大変な労力がいることで、そういう取

組みをタイミングとスキルを駆使しながら、非常に良

くやってくれたと感じています。私自身も彼らのそう

いう姿勢には教えられるところがありました。

◆第1期のコンサルティング導入に関して社内の反応

はどのようなものでしたか？

島田氏　これは人によって実に様々で、「何か新しいこ

とが始まるのかな？」という期待感を持った捉え方を

してくれる前向きな人がいる反面、「外部からコンサル

タントを入れても結局何も変わらないでしょ」という

ネガティブな反応もありました。ただ清水先生のコン

サルティングの進め方は、まず初めに関係者全員の気

付きの感度を上げていくというステップがあって、そ

の取組みを行うことでプロジェクトに関係する社員が

自分達の話を聞きながら進めてくれるんだという印象

を持ちました。それまでは新工場建設プロジェクトと

いっても、実際にはコンサルタントと上の方だけで話

をして進めていくのではというふうに思っていた人間

が多い中、清水先生が社員一人ひとりの意見に丁寧に

耳を傾けていただいたことは非常に効果的だったのか

なと思います。今でも否定的な意見は一部にあると思

いますが、全体的には会社が変革していることを好意

的に捉えてくれている人のほうが多くなっています。

やはり経験豊富な清水先生の進め方は非常にうまかっ

たと感じています。

◆社員に向けた情報発信、共有などはどのように進め

られたのでしょうか？

鈴木氏　今回の活動は当初新工場の立上げに関するも

のだけだったので、課長職ぐらいまでにはある程度の

情報発信をしていましたが、具体的なコンサルティン

グ内容などの情報共有を行ったのは後になってからの

ことです。活動は第１期、第２期、第３期という計画

で進められていて、第１期については新工場の竣工に

伴う活動であり、関係する社員も限定的でした。新工

場の竣工は本来３月だったのですが、コロナや台風の

関係で４月になりました。先程述べた通り製造が逼迫

している状況だったため、遅れた分をいかに早く取り

戻せるか、価値を生む工場にすることができるかが喫

緊の課題となりました。そこで第１期のプロジェクト

メンバーで検討し、７月に稼動開始という決定が成さ

れました。以降の活動は時間との勝負の中で、当社の

将来を担う新たな製造拠点を「魂の入った」ものにする

ため、第１期のメンバーで一致団結して取組みを進め

綾瀬プラント外観

神奈川技術センター外観

共同カイテック株式会社
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ました。そして7月に無事新工場が稼動した後、第２

期の活動として神奈川技術センターの現場改善の取組

みを進めることになり、このタイミングで初めて技術

センターの全員に対して今回コンサルティングの具体

的な内容や目標についての説明を行いました。

◆第1期の活動で具体的な手応えを感じたのはいつ頃

だったのでしょうか？

島田氏　当初気付きの積み上げを４週間程度行ったの

ですが、そこで新しい工場に対する要望や既存の工場

の改善に関する現場の生の声が上がって来ました。社

員から声が出てこないことには何を目指して活動して

いけば良いのか判断できないため、彼らから声が出て

きた時にこれは何とか前に進めていけるのではないか

なと感じました。その後、清水先生が理想的な製造工

場に関する講義の中で、これまで当社の製造現場では

否定的な意見が多かった「１個流し」の話をされたので

すが、清水先生はその当社の状況を踏まえた上で、参

加者全員を巻き込んで、色んな角度から討議、検討を

行い、最終的には全員合意の元でポジティブな結論を

出していただきました。このように様々な課題に対し

て、対話と検証を積み重ねることで、第１期の活動を

推進することができたように思います。また自分に

とっての第１期活動のターニングポイントは、新工場

の２階のレイアウトを決定したところだと考えていま

す。１階に関しては設備の関係などから制約があり、

おのずとレイアウトが決まってしまうところがあった

のですが、２階の組み立て工程以降のところは、１階

とは逆に自由度が高く、どういう配置にするか、どう

いう流れにするかというところを一番悩みました。た

だ稼動開始のスケジュールが決まっていたため、その

段階での最適な判断を行うことを優先しました。その

ため完成したレイアウトについて、自分としてはまだ

改良の余地はあると考えています。活動全般を今振り

返ると、第１期の活動メンバーは非常に積極的に１年

間の取組みを進めてくれたと思います。

上之門氏　当社ではこれまでにも、今回の活動での気

付きと同じような意図で、提案活動などの取組みを

行っていたのですが、社内には提案を出しても結局実

現しないという諦めのような雰囲気があったように思

います。それが今回の活動では提案したことが実際の

形になるということを社員に示すことができました。

それを鈴木君と島田君の２人が中心となり、色々な人

が携わって実現できたというのは本当に大きな成果

だったと思います。そしてそこで得たものが第2期以

降の技術センターでの活動にも活かされています。

◆第2期の活動を推進する中で今感じていることを教

えてください

鈴木氏　自分自身も含めての話ですが、清水先生から

理想的なものの流れなどについて講義の中で教えてい

ただくのですが、「そうはいってもバスダクトにはこう

いう特性があるので現実的には難しい」というふうに

どうしても否定的な見方から入ってしまうところがあ

ります。特に社歴の長いベテラン社員の方などは、当

然これまでのやり方に自負もあり、なかなか素直に聞

いてもらうことは難しく、新しい視点で仕事に取組ん

でもらうためのきっかけづくりをどうしたらよいのか

悩んでいます。ただ清水先生の話から、これまでの固

定観念を振り払い、「製造とは何か？」ということを改

めて考えた時、そこには本当に多くの改善要素がある
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ことがわかります。それを現場の人と共有し、進めて

いくために、ミーティングに参加してもらって、悩み

や苦労していることなどをヒアリングして、それを

ベースに少し改善を行うことで、現場の作業がしやす

くなったというような小さな結果を積み重ねることに

取組んでいます。これを継続していくことで、目に見

える変化が個人、チームの単位で現れてきており、製

造現場が変化しつつあることを感じています。

島田氏　これは嬉しい悲鳴なのですが、実際この活動

を通じて、製造技術としての自分の仕事が増えていま

す。これまでだとこちらからヒアリングしないとなか

なか出てこなかった現場の声が、積極的に「こういう

ふうにしたいけど、どうしたらいいかな？」というふ

うに出てくるようになってきました。この活動によっ

て現場の視点が広がり、新しい仕事への取組み方につ

ながっていることを感じています。

鈴木氏　これまでは現場の各チームそれぞれが、自分

のチームのやり方というものに固執して、他のチーム

への関心や繋がりが薄い状態でした。今センター長か

ら各チームのチーフを集めて開催する「チーフ会」とい

うものを任せていただき、各チームの連携を強化する

ことに取組んでいます。この会では現場改善について、

こちらから指示を出すのではなく、各チーフが自分で

気付きを得るように誘導する形で進めていて、自分の

課の4名の課員が同じ「現場視点」で各チームの現場に

出向き直接話しをするなど、改善のサポートを行って

います。清水先生は日頃折に触れ「製造現場で何が起

きているかを知ることが一番重要」というお話をされ

ますが、この活動を通じて、現場に寄り添うことの重

要性を今まさに実感しているところです。

◆活動を通じた製造現場の変化についてはどのように

見られているでしょうか？

上之門氏　現場リーダーであるチーフという役割の社

員は、普段から本当によくやってくれていると思って

いるのですが、これまでは細かな部分、製造で利益を

生むために必要な取組みというような姿勢を見ること

はなかなかできませんでした。報告でも良い報告や逆

に悪い報告は上がってくるのですが、その中間部分で

変革できる可能性がある部分についての報告はこれま

であまり聞くことができませんでした。それが今の活

動を通じて、鈴木君や島田君が彼らの意見や考えをう

まく引き出してくれて、新しい気付きを得た各チーフ

の取組みに変化が見え始めています。そういうことか

らもチーフ会が核となって第２期以降の活動を推進し

ていくスタイルが定着しつつあると感じています。

共同カイテック株式会社

6



COMPANY INTERVIEW

◆現場社員の意識について何か変化の兆しは見られる

でしょうか？

鈴木氏　これまで現場からは「これはうちの仕事では

ない」などの否定的な声を聞くことが少なからずあり

ましたが、現在は前向きな声の方が多くなってきたよ

うな気がします。自分が現場に入ってちょっとしたテ

ストなどをしながら、パートや派遣の方に「もう少し

こうすると良くなるんですけどね」と一緒に改善をし

ていても「確かにそうですね」というような肯定的な意

見をよく聞くことができるようになりました。気付き

と言う形で現場の意見を吸い上げても吸い取りきれな

いものがあって、やはり現場に入ることの重要性をこ

れまでよりも感じています。そういう形で現場から実

際の声を吸い上げる取組みを進めると、社員だけでな

く派遣やパートの方からも、自分のチームの工程だけ

でなく、前後にも配慮したような発言が出てくるよう

になって来ており、これを今後も継続していくことで、

もっと面白い意見や貴重な意見が出てくると考えてい

ます。

◆今後の活動の方向性についてお聞かせください

鈴木氏　今後は主に工場における財務面の取組みを進

めていきたいと思っています。これまでは最終的に数

字を締め、今期は結果的にどうだったという感じの工

場運営になっていて、数値的な指標がない中で漠然と

残業時間を減らそう、というような形でやってきまし

た。今後はしっかりした管理会計を導入して、計画的

な工場運営を目指していきたいと考えています。また

清水先生もよくお話されていることですが、前後工程

の同期をしっかり行って、停滞品、ムダが無い工場の

実現を目指したいと考えています。

島田氏　製造技術として今一番にやらなくてはいけな

いことが、製造のものさしをつくることです。当社は

超少量多品種ということもあって、おおまかにメー

ター数というものがものさしになっていて、バスダク

トを月に何メートルつくるというのが一つの線引きに

なっています。ただ実際は品種、形状などで全然違う

のに、メーター数という一つの目安でくくっていると、

現場の人がどれだけ改善を行っても、測りどころがな

いため、やっていることに対して、本当に効果がある

のか不安になってしまうと思います。そのためまずは

製造のものさしづくりをしっかりやっていきたいと思

います。それによって現場の改善成果が把握できて、

新しいプロジェクトが入ってきた時に必要な工数とス

ケジュールが立てられるようになります。この指標が

完成すると製造技術として自分の仕事の集大成になる

のではないかと考えています。

◆最後に神奈川技術センターの今後のビジョンをお聞

かせください

上之門氏　当社は中小企業の中でも「強力な中小企業」

というポジションに差し掛かっているのではないかと
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企業概要

共同カイテック株式会社

神奈川技術センター 執行役員 センター長 上之門 祐一 氏

企画開発課 課長    鈴木 康之 氏

製造部 製造技術課 課長　   島田 裕士 氏

インタビューにご協力いただいた方

左から：鈴木氏、上之門氏、島田氏

担当コンサルタント
株式会社テクノ経営ウェブソリューションズ　清水 英男

大手家電メーカーで長年生産技術要職に携わり、1990年以降は東南アジア、中国の工場建設
立上～運営安定化に尽力を注ぎ、その後コンサルタントの道へ。日本人と現地人が持つ文化
の壁を乗り越えたマネージメント力を身に着け、テクノ経営が誇るVPM手法を基軸にしたコン
サルティングは海外工場の隅々まで届く指導で高評価を得ている。

商 号
創 業
代 表 者
本社所在地
事 業 内 容

共同カイテック株式会社
昭和25年11月
代表取締役社長　吉田 建
東京都渋谷区恵比寿南1－15－1 A－PLACE恵比寿南
バスダクト（電力幹線システム）
ネットワークフロア（OAフロアシステムの製造・販売）
グリニッチガーデン（屋上・壁面緑化システムの設計・製造・販売）

思っていて、中小企業の良いところは残しつつ、大企

業にも負けない素晴らしい技術力も追求していかなけ

ればならない状況です。そういうことを踏まえて、残

すべきところは残しつつ、変われるところはどんどん

変わって行く。自分から前に進んで変わっていくこと

が重要で、そのための人材がどんどん育っていくよう

な工場でありたいというのが、自分が考える将来のビ

ジョンです。そのために現在のチーフを中心とした活

動が、10年後、またそれ以降にも当社の製造技術を

しっかり継承していくための礎づくりになっていけば

良いなと考えています。また会社全体としては、全社

員が経営の状態を見ることができて、全社員の力で会

社を良くしていく。そんな時代の先端を走るような企

業になれればと思います。

◆◆本日はありがとうございました

共同カイテック株式会社
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